




 － 図形把握に焦点を当てて － 
塚田朋美 

















































(Leikin, 2008). それを以下に示そう． 
                                                  
1 以下の International Group for Mathematical 
































については，Sriraman ＆ Lee（2010） が，秀で





















































    
３． 分析の準備 
3.1データの概要 



























































































                                                  
2 このことは，全国大会後に参加者に配布された
解答集から分かる． 
【問題７】図で AD＝AC，BD＝DC です．いま，AD 上に
PD＋FD＝BF となるような点 P をとります．角FAE＝24
度，角BFD＝35 度であるとき，角 PCD の大きさを求め，
考え方も書きなさい． 































                  図１ 





次に，AD を D 側に FD 分だけ延長して図 2 の
ような△CDF’を描く(Ａ１)．その△CDF’ と △
BDF が 2 辺とその間の角がそれぞれ等しいた
め，合同であり，∠DFB = ∠DF'C =35° を示せ
る(Ａ２１)．さらに，△F'PC は二等辺三角形で
あることから∠PCF’ ＝ 72.5° (②)を得る(Ａ３)．
最後に，△AF'C に注目し∠ACF' ＝ 121° (③)
を求め，①，②，③を用いて∠PCD を求める． 
 
















































     




                                  
 
 
                                          
 
 
        
 
 
               
 
 
          
       
 
          





・△ADC より，∠ADC=73 度を求める． 
A1 
線分 AD を D側に FD 分延長 
B1 











A3  FB= CF’= PF’より△PF’C は二等
辺三角形．よって∠PCF’＝72.5° 
 






より∠ BP’D= ∠ CPD
を示す 
B4 △PDC において 180－72.5－73＝29.5°
                                            
 






























































最後に，このＡ３では，FB= CF’と FB= PF’で
あることから PF’=CF’を得ている．これは，A=B




























































































        


























































































角 ACD は（180－24）÷2＝78 となる． 
そして点 D からPD をひっくり返したように線を引き，その先を
点 G とする． 
すると，三角形 FBG は二等辺三角形となり 
また，PD＝DG から三角形 BGD と PDC は合同となる． 
さらに，角 BGD は（180－35）÷2＝72.5 となり， 
そして，角 CPD も対応する角なので 72.5 とわかる． 









































       



































まず，BF＝FG となるように G をとります． 
つぎに，DG=BH となるように H をとります． 
三角形FBGは二等辺三角形となるので角FBGと角FGBは72.5
度です． 
三角形 FHD はそうじ形なので，角FHD,角 FDH も 72.5 度です．
それにより，角 BHD，角 HDG は 107.5 度と分かります． 
三角形 ADC は二等辺三角形なので，角 PDC，角 ACD,角 BDG
は 78 度と分かります．    
107.5－78 で，角 HDB は 29.5 です． 
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